
この章では、Hypersonic 1.1における新しい機能について説明します。

Hypersonic の新機能の中で最も注目すべき機能として、アルペジオセク
ションの 16ステップシーケンサーを挙げられます。

試してみましょう :  

1 パッチを読み込みます。 

2 右側の "Edit" ボタンをクリックします。 

3 "Patch Settings"ページを選択します。 

4 アルペジエーターの "Mode"を "Step Seq"に設定します。 

5 アルペジエーターセクションの "Edit" ボタンをクリックします。

Hypersonicのステップシーケンサーは、非常に使いやすく効果的で、クリ
エイティブなパッチ作成ツールです。

パッチのステップシーケンスを作成する際は、ステップごとに "Note"欄で
ピッチ（相対値 -半音単位で表示）、隣の "Vel"欄でベロシティ量（相対値）
を設定します



"Patch Settings"ページにおいて、アルペジオの "Rate"と "Step"を設
定することで、実際のプレイバックスピードとステップ数を調整できま
す。

ステップシーケンサーの "Edit"ページには、"Seq 1""Seq 2"の欄も用意さ
れています。これらは、US-1( 別途ハイパーモジュール ) で併用します。
US-1に搭載されている、強力なモジュレーションマトリックス機能におけ
る、コントロールシーケンスの作成と編集に使用します。コントロールシー
ケンスは、エフェクトのゲート、オートパンニング、波形テーブルのスイー
プなどに応用できます。可能性は無限です !

詳細は US-1マニュアルの「コントロールシーケンス」の項をご覧くだ
さい。

"Rand Seq"モード (ランダムシーケンス - アルペジオ "Mode"メニュー )
を選択すると、ステップシーケンサーのステップをランダムに選択してプ
レイバックを行います。

Hypersonic 1.1 より、サンプルエレメントの中に、波形のプルダウンメ
ニューが追加されました。

Hypersonicで用意されているすべてのサンプル（波形）が、このドロップ
ダウンメニューの中にカテゴリ別でリストされ、好みに応じてサンプルを
選択できます。

試してみましょう :  

1 サンプルエレメントを使用しているHypersonicパッチを読み込みます。

ドラムキットを使うとわかりやすいでしょう。 

2 "Edit"ボタンをクリックします。



 

3 ハイパーディスプレイ左側に表示されるエレメントリストから、'S'(サン
プル )エレメントを選択します。または、"Edit"名称フィールドをクリッ
クして現れるリストから、サンプルエレメントを選択します。 

4 "Waveform" ノブの下に新しく用意されたフィールドをクリックしま
す。

Hypersonic にの全サンプルバンク、およびサンプルのドロップダウンメ
ニューが現れます。 

•

Hypersonic 1.1では、既存のエフェクトリストに、新しいエフェクトエレ
メントが追加されています。

音階にしたがってチューニングされる最大 7 つのレゾネーターです。これ
により、不気味な雰囲気のエフェクトや、シンプルな物理モデリングのス
プリングリバーブのサウンドを得られます。　 
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•
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("Key/Rel"は、このエフェクトをグローバルセンドエフェクトとして使
用した場合は含まれません。)

入力シグナルのレベルに順応するディレイエフェクトです。ディレイのリ
ピートは減衰され、丸められ（=Ducking）、また強調されます。 
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入力シグナルを小さな断片に分割し「粒子」(Grain)として取り扱い、個別
にディレイ、ピッチ変化、パンニングを行うことができる、複合的なエフェ
クトです。アバンギャルドなテープスプライシング技法に似た効果や、予
測のできないカオス的な効果などを得られます。 
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通常のフランジャーエフェクトに加え、フランジャーの「ピッチ」に対し
て、サンプル &ホールドによるディレイモジュレーションを適用すること
により、リズミックなステップを得られます。 
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カットオフに対し、LFO およびエンベロープモジュレーションを適用でき
る、マルチモードのフィルターです。すでに Hypersonicの各ボイスでフィ
ルターが使用されていますが、パッチ全体を 1 つのフィルターに通すこと
で、異なる範囲のエフェクトを得られます。 
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デジタルディレイ機能を追加しました。ディレイタイム、フィードバック、
フィードバックルーティングのコントロールも用意されています。

"Vocoder" モードを追加しました。ステレオエレメントの左チャンネルに
ある周波数スペクトルを、右チャンネルにあるエレメントに適用します。ボ
コーダーの周波数帯域は幅広い範囲をカバーし、リズミックなソースによ
り適しています

Hypersonic 1.1では、エレメントを手軽に編集できる方法がいくつか追加
されています :

Hypersonicのパッチを読み込み、"Edit"ボタンをクリックすると、エレメ
ントリストの末端に、ミュートされた 2 つの FX エレメントが追加されて
います。パッチにエフェクトを手軽に追加できるように準備してあります。
エフェクトエレメントをクリックして、"No Effect"と表示されるフィール
ドでエフェクトタイプを選択します。

パッチ中で現在選択しているエレメントの名称を変更するには、"Edit"ペー
ジ上部の名称フィールドを直接ダブルクリックして、新しい名称を入力し
[Enter]キーを押します。

通常のキーコマンド [Ctrl+C][Ctrl+V] を使用して、エレメントのコピー /
ペーストを行えます（他のパッチからもエレメントをコピーできます）。現



在選択しているエレメントの 1 つ前に、エレメントを「挿入」することも
できます（[Ctrl+Insert] /[Ctrl+I] -Mac版 )

"Hype"機能は、本質的にはマスタリングプロセッサーです。サウンドにパ
ンチを持たせ、より鮮やかにします。ほとんどのハードウェアキーボード /
モジュールには、同様のプロセッサー部分を見えない部分に搭載していま
す（コントロール不可）。しかし、Hypersonic ではコントロールを行えま
す。この機能は、Hypersonicの全パッチ、全出力に対して有効となります。

Hypersonic のすべての設定が作成中のソングに保存されるため、各プ
ロジェクトにおいて、好みに応じて "Hype"を調節できます。また、"Save
Defaults"をクリックすると、新規プロジェクト作成の際に好みの設定を
適用できます。

Hypersonicの全パッチに共通して、ピッチのオフセットを半音 /セント単
位で設定できます。

"MIDI"ページにおいて各パッチを個別にチューニングすることも勿論可
能です。

Hypersonicパネルの縁を右クリック /[Ctrl]+クリック (Mac)して、こ
れらの機能を利用できます。

Hypersonicのパッチを、お使いのコンピューターキーボードで演奏するこ
とができます。現在ハイライト表示しているパート（そしてリンクされて
いるパート）を演奏できます。演奏すると MIDI 出力も行われ、これをレ
コーディングすることができます。また、HypersonicをMIDIソースとし



て扱い、同じホストアプリケーション上にある他のVSTインストゥルメン
トを演奏することもできます。

Hypersonic のオンスクリーンキーボードでも、MIDI 出力を行えます。
この場合、お使いのホストアプリケーションがプラグインからの MIDI
出力をサポートしている必要があります。 
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お使いのコンピューターキーボードのキー配列が英語 /ドイツ語ではな
い場合、異なる（時に面白い）スケールとなる可能性もあります。

再度 "Play PC Keyboard"モードを選択すると、この機能が無効になり
ます。

Hypersonic で演奏しているすべてのボイスを開放します。（この機能は
"Panic"モードとも呼ばれます）

Cubase/Nuendoの「インスぺクター」部分で問題が生じます。Hypersonic
v1.0で作成したソングを Hypersonic V1.1で読み込むと、間違ったパッチ
が読み込まれる不具合があります。この問題は、ホストアプリケーション
側の次回のメジャーアップデートで解決予定です。

一時的な解決方法として :  

1 Hypersonic の "Setup" ページにおいて、"Receive MIDI Program
Changes"をオフにしてください。 

2 "Save Defaults"をクリックしてください。 

3 ソングを再度読み込み直します。

Hypersonic は、インスペクター部分でのプログラムチェンジメッセー
ジを無視して、パッチを読み込みます。


